九州大学学生寮同窓会　地区別懇親について
平成27年7月に、九州大学学生寮同窓会の地区別懇親会が関東、中部、関西、九州の４地区で開催されました。以下、各地区幹事からの報告を掲載いたします。
九州大学学生寮同窓会副会長　高橋　義人（理学部　昭和５９年卒業）
第21回関東地区会懇親会を赤坂の転石亭流石本店にて開催いたしました。今年は、昨年の30周年記念イベントの流れもあり、30周年記念イベントで基調講演をしてくださった上野至大さん（1967年工学部卒）をはじめ、計17名、年代を超えて大勢、集まりました。久しぶりに同窓会っぽい同窓会を開催できたような気がします。そういう意味でも昨年の30周年記念イベントは意義深いものでした。この輪を少しずつ広げてかつ強固なものにしていきたいと切に願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東地区幹事　梅小路　学（法学部　平成元年卒業）
第15回中部地区会懇親会を名古屋市の九州料理 博多虎次郎にて開催いたしました。名古屋も夏はかなり暑いのですが、日中の熱気もおさまらないうちに、冷えたビールで乾杯し、いつもの九州の名物料理が味わえる店でしたのでお酒が進みました。今年は同窓会事務局から「いも九」の差し入れもあり、盛り上がりました。仕事や会社の話題にとどまらず、人生経験豊富な先輩方で、ためになるお話を伺うことができ、いつも貴重な経験をさせて頂いています。世代を超えて、このようなつながりを保てるのも、身近に生活を共にしていた寮生活のつながりがあったからこそだと思うと、いいご縁があったのだなあとつくづく思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中部地区幹事　宮本　幸一（工学部　昭和６３年卒業）
第14回関西地区会懇親会を兵庫県の有馬温泉「小都里」にて開催いたしました。今年はJR灘駅に集合し兵庫の生んだ偉大な画家・イラストレータの横尾忠則氏の美術館での絵画鑑賞でスタート。めくるめくコラージュの世界を講義付の鑑賞込みで堪能しました。夜は有馬温泉の金泉、銀泉にゆったりとつかった後の酒宴、二次会と盛り上がりました。部屋飲み二次会では2回も深夜の買出しに走るなどみなさん元気、元気。翌日は灘の酒蔵めぐりと中華街でのランチと神戸の町を満喫し、帰途へと。多感な時期を一緒に過ごした共通の場所を持つ方々との年の一度のゆったりと過ごす時間がとても貴重で代え難いものになって来たのを感じます。

              　　　　　　　　　関西地区幹事　山口　良二（工学研究科　平成４年修了）
第１9回九州地区会懇親会を佐賀県唐津市の魚庵旬彩にて開催いたしました。九州のへそ“熊本”から始まり、“長崎、鹿児島、大分、宮崎”と、九州各県持ち周りで開催してきた九州地区懇親会も、今回の“佐賀”をもって一区切りとなります。　早速、乾杯して、唐津での再会と、九州地区幹事会の九州各県持ち周り企画の完結を喜び合う。続いて、九大や松原寮の最新情報、そして同窓生の近況から、いつものように昔話に移行、我々を育ててくれた学生寮の偉大さに改めて感謝しました。来年以降の開催地の話題となり、来年は関門海峡を渡って 山口･下関市での開催を目指すことで一同合意、来年は、下関で盛り上がりましょう。中国地方居住の方も足をお運びください。

　　　　　　　　九州地区幹事 樋渡　和浩（工学部）
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《関東地区会懇親会のひとコマ》
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　　　　　　　　　　　　　　　　 《関西地区会懇親会のひとコマ》
